
原 木 市 場
～県森連市場～

製材業者・乾燥工場
～認証工場～

加工（プレカット工場）
～現場、県内工場等～

稲荷山養護学校施工現場

素 材 生 産 業 者
～森林組合、事業体～

受入検査
～各表示ある場合～
○部材種ごとに材種、等級、寸法、
含水率、ヤング係数の表示確認を
し、「表示内容確認書」記載

～各表示ない場合～
【含水率】
○使用機種の決定、測定時のダイヤ
ル値の設定を協議のうえ高周波測定
【ヤング係数】
○使用機種を決定し、動的ヤング係
数を測定

自主検査
【製材終了後】
○目視等により基準枠外
  をカット
【乾燥終了後】
○含水率不足、ヤング係
  数不足をカット
【仕上げ後】
○最終チェック
【品質管理方法】
○信州認証製品の認証基準
に準じ品質管理を徹底
【乾燥方法】
○乾燥記録紙を保存
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○乾燥記録提出
○製材～乾燥～養生に至
る全体ｽｹｼﾞｭｰﾙ提出

提出、
承認

○全乾法による含水率検査
○静的ヤング係数検査

監理協力
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現場監督員
現場監理者

検査

木材の検査の概要

検査

　次に、品質管理についての取り組みについて説明いたします。
　まず、木材の検査についてですが、各製材工場では、「製材終了後」、「乾燥終了
後」、「仕上げ終了後」の３回の自主検査を行います。
　そして、監督員・監理者による受け入れ検査、加工・プレカットの検査、林業総合セ
ンターにおける検査などの検査課程を経て、稲荷山の現場に納入されます。


